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西富岡町内会 地域概要（１）
■ ８３５世帯

■ 高齢化率 ４３％

■ 町の歴史
昭和４８年に開発
富岡第８期京急分譲地
全１戸建の街並み
平成５年 法人化

平成２３年４月
第３８回定時総会実施
100% 町内会に加入

■ 最寄りの京急「能見台」駅より
徒歩１０～１５分

町内に小、中学校
近くに高等学校
少し離れて富岡地域ケアプラザ



西富岡町内会 地域概要（２）
西富岡町内会のサービスについて

１．「みんなのサロン西富岡」 本年５月スタート 利用者を限定しないサロン 月一度
２．「ふらっと茶房」 地域支えあい連絡会運営 利用者を限定しないサロン 月一度

３．「西富岡ふれあいの会」 会員制 の福祉ボランティア団体 訪問介護買い物お手伝いなど

４．「西富岡クラブ」 会員制老人クラブ

５．「まごころ会のお弁当配達」 西富岡町内配達ボランティア お弁当希望会員制

６．「西富岡防犯パトロール隊」 毎日防犯パトロール 月延べ１５０人の活動 年間３２０日

７．「西富岡ヘルスアップ教室」 町ぐるみ健康づくり ラジオ体操 ウォーキング 体操教室

８．「西富岡災害援護隊」 要援護者(特に災害時)の安否確認・救出

９．「親睦行事」 夏まつり、餅つき、運動会、みかん狩り、公園焼いも大会、クリスマス会など

１０． 町内会月刊紙【西富岡町内会だより】 町内会ホームページ (ブログ)

黒字は集会方式 緑字は回覧／ネット方式 青字は訪問方式



西富岡町内会 現状の問題

■ 町が出来て、３８年経過 働き盛りの４０才で住み始めた人は今７８才・・・

■ 高齢化率は、43%にまで高まった
ひとり住まい、 高齢夫婦のみの世帯が非常に多い

■ 活動を催しても、顔を出さないひと／福祉団体にも加入しないひと
日常の状況については、
民生委員は、精力的 主には、ひとり住まいの人中心の見守り
高齢夫婦、昼間ひとりになる高齢者については 日常の把握が難しい

救急車による搬送・入院 施設への移転 が頻繁

● なんとか、町内会内高齢者を、組・班単位で日常の見守り・たすけあいの
システムを構築できないか



西富岡災害援護隊活動を拡大できないか

５年に一度、１０年に一度の震災発生時のみの活動隊では・・・

本援護隊の規約の精神に立ち戻り・・・・

第４条 次の事業を行う。
（４） 地震等が発生し、又は発生するおそれがある場合
災害時要援護者、ひとりぐらし高齢者、高齢者のみの世帯の安否確認
及び負傷者の救出、避難誘導、給食給水等の応急対策に関すること。
（５） 第４項を可能とするために、平常時において、災害時要援護者、
ひとりぐらし高齢者、高齢者のみの世帯とのコミュニケーションを十分にとり、
相互に意思疎通を図り、信頼感を高めること。

平常時の活動を可能にするシステム
６０名の組・班毎の隊員の平常時活動は、どうすればうまく行くだろうか
各種の助言・援助を必要とするため 今回のモデル事業に応募



システムの構築イメージ

西富岡災害援護隊 大震災など発生時の活動 災害時要援護者にのみ

平常時も活動へ 更に多くの高齢者へ

拡大

大地震に備えた事前活動 保存版の情報紙発行
手渡し、各種情報の伝達
備品類の購入代行
心配ごとの相談 震災以外の心配ごとも・・・



既刊[西富岡町内会だより]は町内会発行の月刊回覧紙





「西富岡町内会 保存版」の発行 ファイルごと手渡し



「西富岡町内会 保存版」の手渡し配付者は６０人の災害援護隊員



８月より 「西富岡町内会 保存版」 1号,2号 ８５部 発行開始

６０名の氏名



９月１日発行
← 第３号

今後
毎月発行します

希望者は増加
しています





向こう三軒両隣

みんなが、気持ちよく、会って、聞いて、楽しく会話して
見守り・たすけあい そんな西富岡町内会の風土は

ゆっくり醸成されています

一般的には、見ざる・言わざる・聞かざる
⇒



みなさまの ご清聴
ありがとうございました

西富岡町内会
会長 大谷郁二


